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市
で
は
、
積
雪
が
10
㌢
以
上
に
な
る
と

除
雪
車
が
出
動
し
、
幹
線
道
路
、
通
学
路

な
ど
の
交
通
の
確
保
を
優
先
し
て
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。交
通
量
の
多
い
日
中
は
、

渋
滞
が
生
じ
て
危
険
を
伴
う
た
め
、
除
雪

作
業
は
主
に
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行

い
ま
す
。
で
き
る
か
ぎ
り
通
勤
・
通
学
時

ま
で
に
終
了
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
大
雪
や
明
け
方
に
降
っ
た

時
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

除
雪
作
業
は
大
型
除
雪
車
で
行
う
た

め
、
や
む
を
得
ず
玄
関
や
車
庫
の
前
な
ど

に
雪
を
寄
せ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
玄
関

先
な
ど
へ
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
協
力
し
て
身
近
な
道
路
の
除
雪
を

市
で
除
雪
で
き
な
い
身
近
な
生
活
道

路
、歩
道
な
ど
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
へ
の
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
路
上
駐
車
な
ど
は
し
な
い

道
路
上
の
車
両
な
ど
に
よ
り
大
型
除
雪

車
が
前
に
進
め
ず
除
雪
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
・
消
防
車
の

活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
雪
捨
て
の
注
意

除
雪
し
た
雪
を
道
路
に
出
す
と
、
道
幅

が
狭
く
な
っ
た
り
、「
わ
だ
ち
」
が
で
き

た
り
す
る
な
ど
交
通
事
故
の
原
因
や
通
行

の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
へ
除

雪
し
た
雪
を
捨
て
る
と
解
け
ず
に
川
の
水

が
あ
ふ
れ
る
な
ど
し
ま
す
。
下
流
域
に
生

活
す
る
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

除
雪
作
業
中
は
事
故
な
ど
が
起
き
な
い

よ
う
最
善
の
注
意
を
払
い
、
安
全
運
転
に

努
め
ま
す
。
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い

る
ご
家
庭
で
は
除
雪
作
業
中
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
凍
結
防
止
剤
の
配
布

凍
結
防
止
剤
は
各
総
合
支
所
に
お
い
て

各
区
に
配
布
し
ま
す
。
凍
結
の
お
そ
れ
の

あ
る
場
所
に
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す

市
道･

国
道･

県
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市では、104 台の建設機械・トラクター等と除雪の委託
契約を結んでいて、昨年度は除雪に延べ 688 時間、凍結
防止剤の散布に延べ 378 時間出動しました。また、除雪
関連事業費として約 3,500 万円を支出しました。

市道
豊産業建設課	 （472･3111 ㈹）
穂産業建設課	 （482･3131 ㈹）
三産業建設課	 （477･3111 ㈹）
堀産業建設課	 （472･3106 ㈹）
明産業建設課	 （462･3001 ㈹）
豊建設課維持係	 （472･3111 ㈹）
国道 19号　長野国道事務所
松本国道出張所	 （425･5752）　
国道 147・403 号　県道
安曇野建設事務所	（472･8880）　
国道 143号
松本建設事務所	 （447･7800）　
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年末年始ガイド
市役所は、12月 29日（木）から１月３日（火）まで閉庁になります。
新年は、１月４日（水）から平常どおりの業務を行います。
市内の主な施設、年末年始の休業日は左表（３ページ）のとおりです。

●市役所・各総合支所の一般業務

●ごみ収集・し尿・雑排水のくみ取り

●デマンド交通「あづみん」

忙しくて窓口納付ができない人には、便利で納め忘れのない口座振替の手続きを受け付けています。
この機会に口座振替を始めてみませんか。

【市では口座振替納税を推奨しています】

問市税に関すること…………………………豊収納課（472･3111 ㈹ 672・8340）
水道料・下水道使用料に関すること………豊水道料金センター（472・4333 672・4400）
下水道受益者負担金に関すること…………豊下水道課維持管理担当（472・3111 ㈹ 672・2510）
国民健康保険税に関すること……………穂市民課国保年金担当（482・3131 ㈹ 682・6622）
介護保険料に関すること…………………健高齢者介護課介護保険係（481・1636 681・0703）

仕事納め　12 月 28 日（水）午後 5 時 15 分まで通常どおり業務を行います。
仕事始め　１月４日（水）から通常どおりの業務を行います。
※火葬の予約や戸籍の届け出は、年末年始の間も各総合支所で受け付けます。
　（本庁舎では受け付けできません）

～市税・料金など納め忘れはありませんか？～
市民の皆さんが納める市県民税・固定資産税・軽自動車

税などの市税は、福祉や子育て、市道の整備など市のさま
ざまな施策を行うための貴重な財源となっています。

市では、納期限までに市税を納めていただけなかった場
合、市税コールセンターからの電話や督促状、催告書を送
付しています。これらの通知を無視したり、財産があるの
に納付しなかったりした場合は、最後の手段として財産を
差押える滞納処分を行います。滞納をそのまま放っておく
と、延滞金や財産の差押など経済的な不利益を受けます。また滞納処分の際には、勤務先などへ給与額の調査
を行うため、社会的な信用も失う恐れもあります。税の滞納は損なことばかりです。納付が困難な場合は放置
せず、まずは市役所収納課にご相談ください。

運休期間　市内を走るデマンド交通「あづみん」と定時定路線は、12 月 29 日（木）から１月３日（火）まで
運休となります。運休期間中は予約受け付けも休みになりますので、ご注意ください。

ごみ収集　年末年始は、ごみの収集が休みになります。各家庭に配布し
た「家庭ごみ・資源物収集カレンダー」を確認して、休みの
前に計画的にごみを出すようにしましょう。休みの期間中は
ごみ集積所にごみを出さないでください。

し尿・雑排水　年末になると臨時のくみ取りの申し込みが多くなります。
くみ取りの申し込みは早めに業者にお願いしましょう。

●固定資産税	 （３期）
●国民健康保険税	 （６期）
●後期高齢者医療保険料	 （９期）
●介護保険料	 （12月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	 （豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は12月26日（月）＝

名称
平成23年12月 平成24年１月

27日（火） 28日（水） 29日（木） 30日（金） 31日（土） 1日（日） 2日（月） 3日（火） 4日（水） 5日（木）

市
役
所
業
務

市役所･総合支所･各保健センター・
穂高健康支援センター

12/29 ～１/３
※住民票・印鑑証明書自動交付機も同じ

穂高交流学習センター“みらい” 12/28 ～１/５　　　　
豊科交流学習センター“きぼう” 12/28 ～１/４
豊科ふれあいホール 12/29 ～１/３
明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」 12/28 ～１/４　※児童館は 4日から
小倉診療所 12/29 ～１/３
安曇野市夜間急病センター 12/30 ～１/３　　　　
穂高老人保健センター 無休　※ 12/30 ～ 1/3 は午後 3時まで
豊科葬祭センター 12/31 ～１/３　　　　　　　
安曇野市地域職業相談室 12/29 ～１/３

公民館（豊科･穂高･三郷･堀金･明科） 12/28 ～１/４
中央図書館 12/28 ～１/５ 　　　
図書館（豊科・三郷･堀金･明科） 12/28 ～１/４
児童館（豊科・穂高・三郷・堀金・明科） 12/29 ～１/３
穂高クリーンセンター ※ 29日は可燃ごみのみ 12/30 ～１/３　　　　

体
育
施
設

豊科南社会体育館

12/28 ～１/４

豊科勤労者総合スポーツ施設
豊科武道館
豊科弓道場
穂高総合体育館・穂高会館
三郷体育館（社会体育館）
堀金総合体育館
堀金多目的屋内運動場（常念ドーム）
明科体育館
三郷文化公園体育館

博
物
館
・
美
術
館
等
施
設

豊科郷土博物館

12/28 ～１/４

豊科近代美術館
田淵行男記念館
飯沼飛行士記念館
安曇野髙橋節郎記念美術館
貞享義民記念館
臼井吉見文学館
三郷民俗資料館
堀金歴史民俗資料館
明科歴史民俗資料館
穂高郷土資料館 12/28 ～２/29　　 　
穂高陶芸会館 12/26 ～２/29
穂高鐘の鳴る丘集会所 12/ 1 ～３/31
碌山公園研成ホール 　　　　12/28 ～１/ 3

名称 27日（火） 28日（水） 29日（木） 30日（金） 31日（土） 1日（日） 2日（月） 3日（火） 4日（水） 5日（木）

入
浴
・
体
験
・
交
流
・
加
工
施
設

あづみ野ガラス工房 12/26 ～１/６
レストチロル 無休
ビレッジ安曇野 無休　※ 12/31～１/２の間は営業時間に変更がありますのでお問い合わせください。
プラザ安曇野 無休　※ 12/31 は午後４時まで　１/１は午前 10時から午後５時まで
温泉健康館穂高ヘルスハウス ※ 12/31 は午後３時まで １/１ １/２は午後５時まで
しゃくなげ荘 無休　※ 12/31 ～１/２は午後３時まで
ファインビュー室山

無休ほりでーゆ～四季の郷
保養センター長峰荘
湯多里山の神 ※ 12/31 は午後５時まで １/１
あづみのランド 12/30 ～１/３ 　　　
天平の森 12/12 ～３/９
自然体験センター「せせらぎ」

12/29 ～１/３市民活動センター「くるりん広場」
まちづくり会館（豊科）
三郷小倉多目的センター 12/29 ～１/４　　　　
三郷農村環境改善センター 12/29 ～１/３
旬の味ほりがね物産センター ※ 12/31 は午前のみ １/１～１/７
Ｖｉｆ（ビフ）穂高 １/１～１/５こねこねハウス
やすらぎ空間 ※ 12/31 は午後３時まで １/１
三郷堆肥センター 12/29 ～１/３勤労者福祉センター（穂高）

●
主
な
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
日

12月の法定納期
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問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

　
（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署
（
82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

冬
場
は
日
没
が
早
い
こ
と
か
ら
、

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
高
齢
者
の

事
故
が
増
え
る
ほ
か
、
積
雪
や

路
面
の
凍
結
な
ど
、
道
路
環
境
の
悪
化

に
よ
り
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
安
全
運
動

の
重
点
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
今

一
度
、
交
通
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
掛
け
ま
し

ま
し
ょ
う
。

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

　
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

　
（

82･

３
１
３
１
㈹ 

2･

６
６
２
２
）

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
死
者
の
約
6
割
は
歩
行
・
横
断

中
に
起
き
て
い
ま
す
。
横
断
時
は
、
車

の
動
き
を
よ
く
見
て
、
安
全
を
確
認
し

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
「
ゆ
と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
あ
い
」
の

心
で“
思
い
や
り
運
転
”に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

が
未
だ
に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。二
日
酔
い

の
運
転
も
違
反
で
す
。運
転
す
る
前
日

の
飲
酒
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
・
横
断
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

死
亡
事
故
の
半
数
以
上
は
夜
間
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
、
車

の
運
転
者
か
ら
歩
行
者
が
見
え
に
く
く

な
り
危
険
で
す
。
反
射
材
を
活
用
す
る

な
ど
、
明
る
く
目
立
つ
服
装
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
致
死
率

は
着
用
者
の
約
16
倍
以
上
で
す
。
後
部

座
席
を
含
む
、
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し

く
着
用
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
風
も

強
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が

火
災
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
消
防
署
、
消
防
団
で
は

12
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
の
6
日
間
、

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

運
動
は
、
年
末
の
生
活
の
繁
忙
に
加
え

季
節
柄
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い

う
え
、
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
さ
で
火
に

対
す
る
注
意
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
火

災
発
生
の
危
険
性
が
増
大
す
る
こ
と
か

ら
、
市
内
消
防
機
関
の
警
備
体
制
を
強

化
し
、
併
せ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
忙
し
い

時
で
す
か
ら
火
の
取
り
扱
い
に
は
細
心

の
注
意
を
払
い
、
火
の
用
心
に
努
め
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

残
念
な
が
ら
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要

で
あ
っ
た
の
か
と
疑
問
に
思
う
事
例
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
歯
が
痛
む
時
」

「
突
き
指
を
し
た
時
」「
首
を
寝
違
え
た

時
」
と
い
っ
た
軽
い
症
状
の
場
合
等
に

は
、
本
当
に
救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ

る
の
か
ど
う
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

　
（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（
82･

３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

平
成
23
年
11
月
11
日
付
で
文
部
科
学

省
が
公
表
し
た
航
空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
り
、
県
内
の
一
部
地
域
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
地
面
沈
着
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
落

ち
葉
の
焚
き
火
な
ど
に
よ
り
、
放
射
性

物
質
の
大
気
中
の
拡
散
や
、
灰
へ
の
濃

縮
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
放
射
性
物
質

で
汚
染
さ
れ
た
恐
れ
の
あ
る
落
ち
葉
の

野
外
焼
却
を
極
力
行
わ
な
い
よ
う
に
県

か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
独
自
に
市
内
22
箇

所
の
落
ち
葉
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
内
で
測
定
さ
れ
た
空
間
放
射

線
量
を
超
え
る
値
は
測
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
落
ち
葉
の
野
外
焼
却
に

つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
の
扱
い
と
し
て

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
健
康
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
落
ち
葉
の
野
外
焼
却
は
自
粛
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
実
施
し

た
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
の
人
口
お
よ

び
世
帯
数
の
結
果
が
総
務
省
統
計
局
か

ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
安
曇
野
市
の
人

口
は
9
万
６
、４
７
９
人
で
し
た
。
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
県
内
各
市
町
村
の
平
成

22
年
国
勢
調
査
の
人
口
基
本
集
計
結
果

お
よ
び
平
成
17
年
国
勢
調
査
の
全
集
計

結
果
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
長

野
県
の
統
計
情
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

最
近
、
全
国
で
救
急
車
の
出
場
件

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
松
本

広
域
消
防
局
管
内
で
も
状
況
は

同
じ
で
す
。し
か
し
、救
急
車
を
要
請
し

た
人
の
約
半
数
は
、
入
院
の
必
要
の
な

い
軽
症
者
で
し
た
。
緊
急
性
が
な
く
自

分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
や
定
期
的
な

通
院
な
ど
で
は
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に

救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と
は
や
め
、
一

般
の
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

通
常
、
１
１
９
番
の
出
場
要
請
を
受

け
る
と
、
現
場
を
管
轄
す
る
最
寄
り
の

救
急
隊
が
出
場
し
ま
す
。
一
つ
の
管
轄

で
要
請
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
遠
方

に
あ
る
別
の
救
急
隊
が
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
、
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
救
急
車
は
、
最
善
を
尽
く

し
て
、
現
場
に
迅
速
に
到
着
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
以
前
に
比

べ
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
が
長
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
で
は
一
分
一
秒
を
争
う
生
命
の

危
険
に
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
出
場
件
数
の
中
に
は
、

火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒
　
12
月
25
日（
日
）～
30
日（
金
）

年
末
の
交
通
安
全
運
動
　
12
月
11
日（
日
）～
31
日（
土
）

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
季
で
す

一
分
一
秒
を
争
う
命
の
た
め
に

救
急
車
を
正
し
く
利
用
し
、
救
え
る
命
を
守
ろ
う

信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と　

ゆ
ず
り
あ
い

年
末
年
始 

火
災
予
防

交
通
安
全

救
急
車
の
利
用

×
×

い
よ
い
よ

事故防止
ポイント

１

事故防止
ポイント

２

事故防止
ポイント

３

事故防止
ポイント

４

告

報落
ち
葉
の
野
外
焼
却
は
自
粛
を

問
穂
生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
課

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

平
成
22
国
勢
調
査

人
口
等
基
本
集
計
結
果
の
公
表

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71･
２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

●平成 22 年 国勢調査結果（確定）

安曇野市 世帯数
（世帯）

総数
（人）

男
（人）

女
（人）

平成 22年 34,185 96,479 46,531 49,948

平成 17年 32,743 96,266 46,432 49,834

増減数 ＋ 1,442 ＋ 213 ＋ 99 ＋ 114

（平成 12年） 30,177 92,864 44,681 48,183

住宅用火災警報器
のイメージ

「平成 22年消防年報」より

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

大
切
な
家
族
の
生
命
を
守
る
た
め
に

も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

し
て
く
だ
さ
い
。

街
頭
指
導

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
12
月
12
日（
月
）と

22
日（
木
）で
す
。
市
で
も
期
間
中
、
主
要
な
交

差
点
な
ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

傷病程度別
搬送人員の状況

延べ14,383人

死亡 188その他 10

重症
925

中等傷
6061

軽傷
7199
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平
成
23
年
分
の
給
与
等
（
給
料
･
賃

金
･
報
酬
な
ど
）を
支
払
っ
た
人
は
、給

与
等
を
受
け
取
っ
た
人
の
平
成
24
年
1

月
1
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
に
、

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
退
職
者
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
人
に
つ
い
て
も
原
則

必
要
で
す
。
給
与
支
払
報
告
書
は
市
県

民
税
の
課
税
に
必
要
な
資
料
で
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度
、

給
与
支
払
報
告
書
の
様
式
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
旧
様
式
を
使
用
し
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
で
は
、
１
月
以
降

に
退
職
さ
れ
る
人
の
市
県
民
税
の
一
括

徴
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先　

豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

●
提
出
期
限　

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

県
と
安
曇
野
市
を
は
じ
め
と
す
る
県

内
各
市
町
村
で
は
、
納
税
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
地
方
税
の
滞
納
者
の
自
宅
や
店
舗
・

工
場
な
ど
を
捜
索
し
、
動
産
の
差
し
押

さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
県

と
県
内
各
市
町
村
は
合
同
で
差
押
財
産

の
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
公
売

会
は
、
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

「
売
り
」
で
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
せ
り
ペ
ー
ジ
か
県
税
務
課
県
税
徴
収

対
策
室
松
本
分
室
（
41･

３
７
７
０
）

ま
た
は
市
役
所
収
納
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
10
日
（
土
）

開
場
・
下
見
会　

午
後
0
時
30
分
～

公
売
開
始　

午
後
１
時
30
分（
予
定
）

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

●
公
売
物
件　

置
物
、
日
用
品
な
ど

●
持
ち
物　

印
鑑
、免
許
証
・
保
険
証
な

ど
参
加
者
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類

※
支
払
い
は
現
金
の
み
と
な
り
ま
す
。

安
曇
野
市
防
火
管
理
者
協
議
会
で

は
、
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
一
定
規
模
以
上
の
防
火
対

象
物
に
対
し
、
防
火
管
理
者
（
有
資
格

者
）
の
選
任
等
が
消
防
法
に
よ
っ
て
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
受
講
対
象
者

や
受
付
方
法
な
ど
不
明
な
点
は
、最
寄
り

の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

平
成
24
年
１
月
24
日（
火
）

・
25
日（
水
）

※
2
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
申
込
受
付
期
間　

12
月
26
日
（
月
）

　

～
平
成
24
年
1
月
13
日
（
金
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
て
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
、
市
の
幹
線
市
道
整
備

に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
で
は
、
市
民
生
活
や
地
域
の
活
性
化

等
を
支
え
る
交
通
基
盤
・
交
通
体
系
の

骨
格
と
な
る
幹
線
市
道
網
の
構
築
と
、

整
備
推
進
を
効
率
的
、
効
果
的
に
進
め

る
基
本
方
針
・
整
備
計
画
等
を
定
め
ま

し
た
。
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

償
却
資
産
っ
て
、
な
に
？

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
と
は
、
会

社
や
個
人
で
事
業
を
営
む
人
が
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
土
地
・

家
屋
以
外
の
資
産
（
構
造
物
・
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
）
で
、
所
得
税
法
ま

た
は
法
人
税
法
の
規
定
よ
る
所
得
の
計

算
上
、「
損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
」
に

算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
を

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の

ほ
か
に
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
も

課
税
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
償
却
資
産
を
所

有
す
る
人
は
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
告
用
紙
を
12
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
。
用
紙
の
不
足
、
用
紙
が
届
か
な

い
と
い
っ
た
場
合
は
資
産
税
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
告
期
限
は
１

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

前
年
と
同
じ
で
も
申
告
は
必
要
？

毎
年
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

資
産
の
多
少
・
金
額
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
該
当
す
る
資
産
は
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

償
却
資
産
の
評
価
額
の
計
算
方
法
は
？

取
得
価
額
か
ら
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
し
て
計
算
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
固
定
資
産
税
償
却
資
産
申
告
の
手

引
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
ま
す
便
利
に

電
子
申
告（eLTAX/

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
償
却

資
産
の
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
社
団
法
人

「
地
方
税
電
子
化
協
議
会
」へ
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

uhttp://w
w

w
.eltax.jp/

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
平
成
23
年
中
に
課
税
さ

れ
て
い
る
家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
床
面
積
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届

け
出
が
な
い
場
合
に
は
、
平
成
24
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
届
出
方
法　

各
総
合
支
所
内
地
域
支

援
課
に
備
え
付
け
の
「
家
屋
取
り
壊

し
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
取
り
壊
し
申
告
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◎
償
却
資
産
の
申
告
は

　

お
早
め
に

●具体的な償却資産の例
業種 主な償却資産

共通

外構（門・塀・フェンス・側溝）・舗装路面・緑化設備（植
え込み・庭園）・屋外照明電気設備・受変電設備・自
家発電設備・トレーラーハウス・簡易物置・パソコン・
コピー機・エアコン・テレビ・応接セット・キャビネット・
ロッカー・タイムレコーダ・机・椅子・レジスター・金庫・
看板・自動販売機など。ただし、自動車税または軽自
動車税の対象となっている自動車等は除きます。

小売業 陳列棚・ケース・冷蔵庫、冷凍庫など
飲食業
宿泊業

カウンター・食卓・椅子・厨房設備・洗濯設備・放
送設備・音響設備・製氷機など

娯楽業 パチンコ台・パチスロ台・ゲーム機・両替機・カラ
オケなど

理容・美容業 理美容椅子・洗面設備・タオル蒸器・ドライヤーなど
クリーニング業 洗濯機・脱水機・乾燥機・プレス・ミシンなど
印刷業 各種印刷機・活字盤鋳造機・裁断機など

医院・診療所 ベッド・医療機器など

建設業 ポンプ・コンクリートカッター・ブロックゲージ・
トランスショッパーなど

工場・作業所 旋盤・プレス機・金型・溶接機・洗浄給水設備など

自動車整備業・
ガソリン販売業

プレス・スチームクリーナー・オイルチェンジャー・
充電器・洗車機・コンプレッサー・ジャッキ・溶接機・
地下槽・ガソリン計量器など

不動産賃貸業 自転車置場・宅配ボックス・駐車装置・通信放送機器・
消火器など

農業・畜産

温室・わさび田用ハウス・ビニールハウス・耕うん機・
もみすり機・乾燥機・高所作業車・サイロ・給餌機・
搾乳機など。ただし、トラクター・乗用装置付きのコ
ンバインなどの農耕作業車は、軽自動車税の対象の
ため、原則的には申告対象外ですが、最高速度が35㌔
㍍毎時以上のものは償却資産の対象となります。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
】

豊
資
産
税
課
家
屋
担
当

　
（
72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

金

税

路

道

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

87･

６
７
３
９
）

豊
科
消
防
署
（

72･

３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（

82･

３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（

78･

２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（

62･

２
９
９
２
）

市
幹
線
道
路
整
備
計
画
を
策
定

問
豊
建
設
課
建
設
担
当

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

２
５
１
０
）

県
税
務
課
と
市
収
納
課
か
ら
お
知
ら
せ

差
押
財
産
の
公
売
会

問
豊
収
納
課
整
理
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

会

習

講

戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求期限が迫っています。
独立行政法人平和記念事業特別基金では、シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給しています。

請求受付期限が迫っていますので、対象者で未請求の人はお急ぎください。
●対象者　旧ソ連邦またはモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成 22 年６月 16 日時点で日本国籍

を有するご存命の人です。特別措置法施行日（平成 22 年 6 月 16 日）以降に亡くなられた人の相続人は請求
できますが、施行日前に亡くなられた人のご遺族等は請求できません。

●請求受付期限　平成 24 年 3 月 31 日（未請求の場合は支給できませんので注意してください）
●その他　（1）請求書がない場合は、平和祈念事業特別基金から請求書類を送付します。
　　　　　（2）すでに特別給付金を受給している人は再請求できません。
※詳しくは、独立行政法人平和記念事業特別基金（40570･059･204［ナビダイヤル］403･5860･2748［IP 電話、

PHS］）（平日午前 9 時～午後 6 時［土日、祝日は不可］）へお問い合わせください。
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良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
こ
と
な
ど

を
趣
旨
に
「
安
曇
野
市
屋
外
広
告
物
条

例
（
案
）」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
ご
意
見
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
、
通
学
す
る
人
。
市
内
で
事
業

な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
。ま
た
は
、

市
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
。

●
閲
覧
方
法　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
お
よ
び
豊
科
地
域
を
除
く
各

総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代

表
者
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必

ず
明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
場
合
や
、

電
話
、
口
頭
に
よ
る
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

フ
ァ
ク
ス
72･

３
５
６
９

mkenchikujuutaku@city.azumno.nagano.jp

●
募
集
期
間　

12
月
8
日
（
木
）
～
平

成
24
年
１
月
6
日
（
金
）（
必
着
）

●
募
集
結
果
の
公
表　

条
例
案
に
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結

果
は
、
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
市
の

考
え
方
と
共
に
公
表
し
ま
す
（
提
出

者
に
関
す
る
情
報
は
除
く
）。個
々
の

ご
意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

里
山
（
林
業
）
の
現
状
や
課
題
な
ど

を
明
ら
か
に
し
、
次
世
代
に
つ
な
が
る

再
生
を
目
指
し
た
計
画
策
定
を
し
て
い

た
だ
く
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

3
人

●
募
集
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

年
齢
20
歳
以
上
で
、
平
日
開
催
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員

●
任
期　

委
嘱
の
日
～
平
成
26
年
3
月

31
日
ま
で

●
募
集
方
法　

耕
地
林
務
課
窓
口
に
備

え
付
け
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
小
論
文
を
添
え
て
、
窓
口
・
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

12
月
16
日
（
金
）
必
着

●
小
論
文　
「
安
曇
野
市
の
里
山
を
再

生
す
る
に
は
、
今
な
に
が
必
要
か
、

里
山
に
対
す
る
考
え
や
里
山
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
８
０

０
字
以
内
（
書
式
自
由
）

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
別
に
定
め

る
額

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
申
込
書

お
よ
び
小
論
文
に
よ
り
書
類
選
考
を

行
い
ま
す
。選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

　

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
‐
1

三
郷
総
合
支
所
内
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

mkouchirinm
u@

city.azum
ino.nagano.jp

募集職種 資格など 問い合わせ
応募書類の提出先

勤務条件
応募方法

一般事務（電話交換・無線
放送・受付・証明発行など）

パソコン技能（基本操
作・ワード・エクセル
等使用）

〒 399‐8205 安曇野市豊科 4932 番地 46
本庁舎内人事課職員担当
（471・2000 ㈹ 671・5155）　 

●勤務条件　原則として午前
8時30分～午後5時15分。
ただし、職種により勤務時
間等が違います。年次休暇・
賃金一時金（賞与）・通勤費・
各種保険は、勤務条件によ
り異なりますので、詳しく
はお問い合わせください。

●応募方法　本庁・各総合支
所地域支援課窓口に備え付
けの所定の申込書に必要事
項を記入し、各担当窓口に
持参してください。（市ホー
ムページにも申込書が掲載
されていますのでご覧くだ
さい）

※郵送による受付可
※募集職種により提出窓口が
異なりますのでご注意くだ
さい。
※一般事務へ応募される場合
は、以下の課題の作文を申
込書とともに提出してくだ
さい。
・課題　「人間関係を築く上で、
大切だと思うこと」

・提出方法　A4サイズの 400
字詰め原稿用紙で２枚以内

●選考方法　平成 24 年１月
をめどに、各担当課におい
て面接などを実施します。
詳しくは申込書の提出期限
後にお知らせします。

※一般事務・文書配達員につ
いては、平成 24 年１月 11
日（12日予備日）に面接を
予定しています。

文書配達（各庁舎間） 普通自動車運転免許

レセプト点検員 要職種資格
〒 399‐8303 安曇野市穂高 6658 番地
穂高総合支所内市民課国保年金担当
（482・3131 ㈹ 682・6622）

介護認定調査員 要職種資格 高齢者介護課介護支援係
（482・3131 ㈹ 681・1237）

地域包括支援センター業務
補助（介護予防ケアマネジ
メント業務）
保健師・看護師・社会福祉士・
ケアマネジャー

要職種資格者で経験者

〒 399‐8303 安曇野市穂高 9181 番地
穂高健康支援センター内
高齢者介護課介護予防係
（481・0760 681・0703）

児童館厚生員・児童クラブ
指導員・子育て支援員 要職種資格

児童保育課児童係
（481・0728 681・0703）児童クラブ代替指導員 要職種資格者

または経験者
家庭児童相談員・女性相談員 要職種資格

保育士・保育補助 要職種資格 児童保育課保育係
（481・0728 681・0703）

保健師 要職種資格
健康推進課保健予防担当
（481・0726 681・0703）歯科衛生士

要職種資格
管理栄養士

臨床検査技師 要職種資格 健康推進課健康推進係
（481・0726 681・0703）

作業療法士 要職種資格
社会福祉課障害福祉係
（481・0724 681・0703）臨床心理士もしくは教育相

談ができる人
要職種資格者または経
験者

社会就労センター指導員 普通自動車運転免許 社会福祉課生活保護係
（481・0715 681・0703）

○教育委員会関係

学校事務
パソコン技能（基本操
作・ワード・エクセル
使用）

〒 399‐7102 安曇野市明科中川手 6824 番地 1
明科総合支所内教育委員会学校教育課　
（462・3001 ㈹ 662・5721）学校図書司書 要職種資格

幼稚園教諭 要職種資格

一般事務（博物館・資料館
の受付・管理事務）

パソコン技能（基本操
作・ワード・エクセル
使用）

教育委員会文化課　
（462・3090 662・3525）

学芸員 要職種資格

図書館司書 要職種資格

〒 399‐8303 安曇野市穂高 6765 番地 2
穂高交流学習センター“みらい”内
教育委員会文化課図書館係
（484・0111 682・0966）

学校給食調理員 要職種資格（技能職と
して）

〒 399-8201
安曇野市豊科南穂高 2661 番地 1
中部学校給食センター
（472・2674 672・1466）

職 員 の 募 集 市職員（非常勤職員）を募集します
市では、来年 4 月から勤務していただく市職員（非常勤職員）を次のとおり募集します。

●雇用期間　平成 24 年 4 月１日～平成 25 年 3 月 31 日　●募集人数　各職種とも若干名
●受付　12 月 7 日（水）～ 20 日（火）（土・日は除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
問本人事課職員担当（471･2000 ㈹ 671･5155）

●主な職種の賃金予定額（円）
職 種 時 給 日 額 月 額

一般事務 830 6,440 ―
文書配達員 860 ― ―
レセプト点検員 930 ― ―
介護認定調査員 ― 8,000 166,900 ～ 172,200
歯科衛生士 960 7,400 161,600
看護師・社会福祉士 ― ― 175,600
児童厚生員
児童クラブ指導員（代替） 830～ 960 7,400 155,700

家庭児童相談員　女性相談員 ― 7,400 ―
保育士・幼稚園教諭 960 7,400 161,600 ～ 166,900
保健師 1,060 8,200 182,400
管理栄養士 1,060 8,200 175,600
臨床検査技師 1,030 ― ―
社会就労センター指導員 ― 6,960 ―
学校事務 ― 6,440 ―
学校図書司書 890 6,880 144,500
学校給食調理員 860 ― ―
学芸員 1,060 8,000 166,900

短期雇用の登録も受け付け中

非常勤職員（短期雇用）登録を随時
受け付けています。この制度は、１年
間を通して勤務できないが、短時間（期
間）なら勤務できる場合に、あらかじ
め申込書を提出しておき、選挙事務、
納税通知書・納付書・保険証などの発
送、準備などで雇用の必要が発生した
場合に、事前に調整してから勤務をお
願いするものです。

屋
外
広
告
物
条
例
（
案
）
へ

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
豊
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

里
山
再
生
計
画
検
討
委
員
の
募
集

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

集

募

の

見

意

集

募

の

員

委
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合
場
の
薦
他

　

Ａ
（書
薦
推

4

●

法
方
考
選

　

選
り
よ
に
会
員
委
考
選

第
1

考
選
次

　

2

全
者
募
応
に
中
月

2

ま
し
封
同
を
文
知
通
の
考
選
次

第
2

考
選
次

　

接
面
別
個

3

●

分
身
　

員
職
の
職
別
特
の
勤
常
非

●

期
任
　

成
平

24
年
4

日
１
月

26
年
3
月
31
日

●

額
月
酬
報

　

20
万

０
０
５
６

そ
（
円

）
し
な
険
保
用

●

他
の
そ

　

度
程
の
等
同
と
員
職
勤
常

●

先
出
提

　

〒

２
０
１
７
‐
９
９
３

手
川
中
科
明
市
野
曇
安

４
２
８
６

地
番

1

課
育
教
会
社
会
員
委
育
教

　

7

ら
か
月

12
月し

ま
れ
わ
行
で
地
各
内
市
て
け
か
に▽

日
催
開

　

10
月
23

）
日
（
日

▽

所
場
　

場
動
運
明
有

▽

勝
優
　

球
野
式
軟

　

▽

日
催
開

　

10
月
30

）
日
（
日

▽

所
場
　

場
広
動
運
科
豊
民
県
営
市

▽

勝
優
　

Ｃ
Ａ
Ｇ

道
弓
　

▽

日
催
開

　

10
月
10

）
月
（日

　

▽

所
場
　

場
道
弓
科
豊

》
人
個
《▽

部
の
学
中

萌
藤
後
）
勝
優
（

▽

部
の
般
一
・
校
高

彦
幸
井
松
）
勝
優
（

》
体
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公園のトイレ
使用はマナー
を守って
都市計画課

公園緑地係
472･3111 ㈹
672･3569
市内公園のトイレ

で落書き・破損など
の行為が増えていま
す。公園は市民みん
なの財産です。トイ
レットペーパーの適
正使用やトイレ内で
の喫煙禁止など、お
互いにマナーを守っ
て利用しましょう。

一日市場区が整備した防災資機材

ソフトボールの部

弓道の部

南小倉区が整備した防災資機材 及木区が整備した山車

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

債務負担行為事業　ほりでーゆ～四季の郷　本館・南館改修工事 ほりでーゆ～四季の郷 竹中・丸山　特定建
設工事共同企業体      441,000,000 

社会資本整備総合交付金　市道豊科１級 16号線　道路改良工事 豊科南穂高 ㈱武井建設                              35,700,000 
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金　富田上地区第２工区管路工事 穂高有明 横山建設㈱                              28,560,000 
社会資本整備総合交付金　市道豊科１級 24号線（２工区）道路改良工事 豊科南穂高 ㈱山本組                                27,825,000 
（交付金）公共下水道　青木花見枝線第 13工区　管渠工事 穂高北穂高 信和建設㈱                              24,885,000 
（交付金）公共下水道　島新田枝線第６工区　管渠工事 穂高北穂高 ㈱関組                                  23,940,000 
社会資本整備総合交付金　市道穂高 0001 号線　舗装修繕工事 穂高有明 ㈱赤羽組                                18,900,000 
地方特定道路整備事業　市道穂高２級 23号線　道路改良工事 穂高有明 ㈱振興建設                              17,640,000 
社会資本整備総合交付金　市道穂高１級 15号線　歩道設置工事１工区 穂高有明 共和興業㈱                              17,115,000 
道路維持事業　市道穂高 2275 号線ほか　下水道舗装本復旧工事 穂高 ㈱イトウ                                16,170,000 
（交付金）公共下水道　島新田枝線第４工区　管渠工事 穂高北穂高 ㈲赤羽建設工業                          13,545,000 
（交付金）公共下水道　牧離山１工区管渠工事 穂高牧 ㈱相模組　中信支店                      12,915,000 
林道施設災害復旧事業　白牧線復旧工事 明科光 ㈱横内組                                12,390,000 
（交付金）公共下水道　烏川橋マンホールポンプ場設備工事 穂高牧 ㈱メエップ                              11,025,000 
市道新設改良事業　市道穂高 2160 号線　道路改良工事 穂高 共和アスコン㈱                          11,340,000 
（交付金）特環公共下水道　豊里 19工区　管渠工事 穂高有明 ㈲赤羽建設工業                          10,080,000 
広域施設組合関連工事 穂高北穂高 共和アスコン㈱                          9,880,500 
市道新設改良事業　市道明科 4173 号線　道路改良工事 明科中川手 岩渕建設㈱                              9,922,500 
道路災害復旧事業　市道明科 5098 号線　災害復旧工事 明科東川手 ㈱横内組                                9,765,000 

平成 22年度繰越　小学校施設整備事業　小学校図書館空調設備工事 穂高西小学校、穂高南小学校、
明南小学校、明北小学校 ㈱中部水工                              9,240,000 

地域農業水利施設ストックマネジメント事業　勘左衛門堰地区水路改修工事 豊科 ㈲太田建設                              9,450,000 
（交付金）公共下水道関連道路占用路面復旧　等々力工区その２工事 穂高 ㈱寿建設                                9,030,000 
（交付金）特環公共下水道　古厩第６マンホールポンプ場設備工事 穂高有明 ㈱メエップ                              9,030,000 
ふるさと農道緊急整備事業　三郷工区　舗装工事 三郷明盛 山共建設㈱                              8,925,000 
都市公園安全安心対策緊急総合支援事業　本村公園便所改築工事 豊科　本村公園 ㈱武井建設                              7,140,000 
ふるさと農道緊急整備事業　明科工区　舗装工事 明科七貴 イブキ建設㈱                            6,006,000 
市道新設改良事業　市道穂高 2477 号線　道路改良工事 穂高 ㈱赤羽組                                6,142,500 
ふるさと農道緊急整備事業　堀金工区　舗装工事 堀金三田 ㈲信州リサイクルセンター                4,777,500 
ふるさと農道緊急整備事業　豊科工区　舗装工事 豊科高家 ㈲ニッコウ                              5,565,000 

中学校施設整備事業　穂高東中学校他４校地デジ対応工事
穂高東中学校、穂高西中学
校、三郷中学校、堀金中学校、
明科中学校

㈱穂高電気工事                          4,725,000 

道路維持事業　市道明科１級２号線　舗装修繕工事 明科中川手 ㈲堀内組                                4,410,000 
道路維持事業　市道豊科 1625 号線　ブロック積工事 豊科 ㈲大崎管業                              3,727,500 
市単災害復旧事業　作業道田多井線復旧工事 堀金三田 ㈱ＫＴＣ                                3,885,000 
（交付金）公共下水道関連道路占用路面復旧　細萱西工区　工事 豊科南穂高 イブキ建設㈱                            3,780,000 
明科体育館高圧受電設備改修工事 明科中川手　明科体育館 ㈲明北電気工業                          3,465,000 
林道施設災害復旧事業　北沢線復旧工事 穂高牧 ㈱松澤組                                2,572,500 

入札・契約結果（平成 23年 10 月） （単位：円）
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登山愛好家の津留宏信さんと三郷地
域 15 人の皆さんはネパールを訪れ、
世界遺産の古都パッタプルやパタン、
アンナプルナ・マナスルを望むポカラ、
エベレストをはじめ、8000㍍級の山が
連なるヒマラヤの展望台ナガルコット
までトレッキングをしました。参加者
の心に響いた風景や人物の写真を展示
します。
１月８日（日）～ 29日（日）まで
9：00～ 16：00
貞享義民記念館１Ｆロビー
無料（常設展は有料）
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

安曇野髙橋節郎記念美術館には漆芸
家・髙橋節郎が螺鈿装飾を施した小型
の竪琴・ライアーが所蔵されています。
美術館では、ライアー奏者・池末みゆ
きさんをお迎えして、下記の日程でラ
イアーの演奏を行います。繊細な音が
出るライアーをお楽しみください。
平成24年１月14日（土）13：30開演
安曇野髙橋節郎記念美術館主屋
無料（常設展の観覧は有料）
100人（先着順）
12月14日（水）から平成24年１月11
日（水）までの間に、美術館へ電話
（81・3030）でお申し込みください。

豊科交流学習センター「きぼう」を
会場として市総合芸術展を開催します。
出展を希望する人は、社会教育課また
は各地域公民館にある出展申込書に必
要事項を記入のうえ、お申し込みくだ
さい。
平成24年2月17日（金）～19日（日）の
　3日間
市内在住者
募集分野　▷写真（4つ切り、半切）
　▷絵画（～ 30号）▷彫塑
※本年度は 3分野のみ。サイズは原則
搬入日　2月16日（木）13：00～17：00
搬出日　2月19日（日）17：00～19：00
※出展者自身で搬入・搬出
12月9日（金）～26日（月）の間に、教
育委員会社会教育課または豊科公民
館、穂高公民館、三郷公民館、堀金
公民館、明科公民館へお申し込みく
ださい。作品の展示スペースに限り
があります。作品サイズにもよりま
すが 200点を目途に締め切ります。

第1回  市総合芸術展出展者の募集
社会教育課社会教育係

462・4565 662・3525

企画展　常念を仰ぐ人達が見た
ヒマラヤトレッキング写真展
貞享義民記念館

477･7550 677･7551

愛と祈りのライアーコンサートin
安曇野髙橋節郎記念美術館
安曇野髙橋節郎記念美術館

481・3030 682・0551

記号説明　 日時　 期間　 時間
場所　　 内容　 対象　 費用
定員（先着順） 資格　 持ち物
講師　 申し込み　 電子メール
ホームページ　 提出先　 期限
問い合せ

催し
記号説明　 日時　 期間　 時間
場所　　 内容　 対象　 費用
定員（先着順） 資格　 持ち物
講師　 申し込み　 電子メール
ホームページ　 提出先　 期限
問い合せ

体験

市内在住の小学校１年生から４年生
までを対象とした、ソリあそび、雪合
戦、スノーシュー、雪だるま、雪ウサ
ギ作りなどの体験をします。参加は無
料。冬の自然の中で、おもいっきり雪
あそびを楽しんでみませんか。
平成24年１月28日（土）

　9：30～12：30（現地滞在時間）
国営アルプスあづみの公園（大町・
松川地区）
40 人※定員を超えた場合は抽選に
より参加者を決定します。

その他　雪が無い場合、天候不良の場
合は中止となることがあります。詳
細な日程、プログラム等については、
参加決定者に後日送付します。
12月 22日（木）までの間に、はがき、
ファクス、電子メールに参加者氏名、
住所、学校名、学年、性別、保護者
氏名、電話番号と「おもいっきり雪
あそび申し込み」と明記のうえ、明
科総合支所内社会教育課へ送付して
ください。電話での申し込みもでき
ます（土日を除く 8：30～ 17：00）。

　自然体験交流センター「せせらぎ」で
は山葵漬け作り体験会を開催します。
12月14日（水）10：00 ～12：00
自然体験交流センター ｢せせらぎ｣　
ホール･調理室
安曇野市在住者
包丁とまな板（お持ちの人）・前掛け･
頭巾（手ぬぐい）・持ち帰り用容器（１
人 200㌘くらい持ち帰りできます）
400 円（材料費：山葵、酒粕、調味料）
30人（先着順）
12月10日（土）までに自然体験交
流センター ｢せせらぎ｣ へ住所、氏名、
電話番号がわかるようにして直接申し
込むか、電話かファクス（62・6667）
にてお申し込みください。

安曇野では 1月 14 日を「若年」や
「道具の年取り」などといって祝います。
餅をついてイネバナを作ったり、米粉
で繭玉や野菜、巾着の形をした団子「萬
物作（よろずものづくり）」を作って柳
の枝などにさして神棚に供えます。養
蚕や農作物の豊作を祈願したこの「萬
物作」を一緒に作ってみませんか。親
子での参加も大歓迎です。
平成 24 年１月14日（土）

　10：00 ～13：00
安曇野市豊科保健センター
300 円（材料代・保険代等）
エプロン・三角きん・ビニール袋など
30人（先着順）
農村女性学習会の皆さん
12月13日（火）から平成 24 年１月
12日（木）の間に、郷土博物館窓口
に参加費を添えてお申し込みください。

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）・
祝日の翌日・年末年始（※12 月 28
日～1月4日）

テラコッタに触れよう 自刻像（レリーフ）作り
　気楽に粘土に触れて物作りが体験で
きます。小学生から大人までの初心者
の講座です。
12月18日（日）13：00～16：00
500 円（粘土代・焼成代）
15人　 柳沢廣さん

安曇野デッサン研究会

　裸婦モデルを使って、絵画、彫刻の
分野に分かれて人体デッサンの研究を
深めます。使用するデッサン用具、材
料などは各自で用意してください。会
場での販売もあります。
平成 24 年1月4日（水）～6日（金）

　（全３日）　9：00～ 17：00
8,000 円（１日 3,000 円）

詳しくは、安曇野デッサン研究会事務局
高野博さん（477・2242）へお問い合
わせください。

『子供美術教室』

　小学生から高校生までを対象とした
美術講座です。基本的なデッサンから
絵画、彫刻制作まで体験学習します。
平成24年1月7日（土）～2月25日（土）
毎週　土曜日　（全 8回）
13：00～ 15：00
濱田卓二さん
3,000 円（材料費込）
先着 15人（小学生以上）
詳しくは、碌山美術館（482･2094）
へお問い合わせください。

　インターネット上に配信されている
無料イラストを使用して、ワードで年
賀状の裏書き（文面）を作成します。
12月 13日（火）16:30 ～ 18:30
穂高商業高校第 3パソコン室
藤原慎吾教諭　 20人
12月12日（月）までに穂高商業高校
へ住所、氏名、年齢、電話番号、フ
ァクス番号を明記のうえ、ファクス
（81・1066）または電話（82・2162）
によりお申し込みください。

山葵漬け作り
自然体験交流センター ｢せせらぎ｣

4662･6667

博物館講座
安曇野の伝統食を楽しむ～萬物作～
豊科郷土博物館

4672･5672

碌山公園研成ホールの催し
碌山公園研成ホール

4682･0769

雪あそびを楽しみながら友達を作ろう！

おもいっきり雪あそび
社会教育課子ども支援係

462･4565 662･3525

学校開放講座

ワードで年賀状を作成しよう！
社会教育課社会教育係

462･4565 662･3525

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

募集

後 援 な ど

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

安曇野吹奏楽団
クリスマスコンサート

このシーズンにふさわしい、
クリスマスソングを中心に、
親しみのある曲を演奏します
（２部構成）

：12月11日
（日）13：30
（開場13：00）
：穂高公民館
講堂

：100人
：無料

：安曇野吹奏楽団
　伊澤さん
　（462・1007）
※申し込み不要

認知症の方やご家族を支える
座談会

白馬メディア施設長・神城醫
院院長宮城彰さんを含め、異
なるサービス事業所が集まり、
住みなれた地域で元気に歳を重
ね、たとえ認知症になっても人
として安心して笑顔で老いるこ
とができるにはどうしたらよいか
をテーマに座談会を行います。

：12月11日
（日）10：00～
12：30
：豊科交流学
習センター　
「きぼう」

：80人
：無料

：特定非営利活動
　法人縁舎　山本さん
　（471・2788）

穂高地域青少年育成連絡協
議会主催 角谷敏夫講演会
「刑務所の中の中学校桐分
校」～学びと感動が人をか
える～

松本市立旭町中学校「桐分校」
は、全国で唯一の刑務所の中
にある中学校です。勉強する
ことで自分を見つめ直し、罪
を見つめ直しています。「学ぶ
こと｣「生きること」　につい
て、角谷先生から直接お話を
聞くことができます。

：12月17日
（土）13：00
（開場12：30）
：穂高会館
第２会議室

：約 100人
：無料
中学生（穂高地域以
外は保護者同伴）・
高校生参加可
講師：角谷敏夫さん
「刑務所の中の中学
校」著者

：穂高地域青少年
育成連絡協議会事
務局（穂高生涯学
習係）
（482・5970）
（682・3990）
※申し込み不要

昨年の演奏会のようす
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の
と
お
り
で
す
。
わ
ず
か
で
あ
り
ま
す

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
民
１
人

１
日
当
た
り
の
排
出
量
は
、
平
成
21
年

度
末
で
５
４
７
㌘
/
日
で
す
。
ご
み
処

理
と
運
搬
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
平
成
21
年
度
実
績
か
ら
試
算
す

る
と
、
ご
み
１
㌔
㌘
当
た
り
約
31
円
の

処
理
費
と
な
り
ま
し
た
。
効
率
的
な
収

集
運
搬
と
ご
み
の
減
量
に
よ
り
、
コ
ス

ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
源
物
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
推
移

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定
に

よ
り
、
合
併
以
前
か
ら
資
源
物
の
分
別

収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
17

年
度
以
降
の
資
源
物
収
集
量
は
グ
ラ
フ

１
の
と
お
り
で
す
。

家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
の
目
標
値

市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
家
庭
系
ご

み
の
排
出
量
は
、
平
成
32
年
度
に
は
４

９
９
㌘
/
人
・
日
（
グ
ラ
フ
2
）
に
な

る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
取
り
組

み
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

を
目
指
す
た
め
、
目
標
値
を
推
計
値
よ

り
も
高
い
水
準
の
４
８
４
㌘
/
人
・
日

（
図
1
）
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
数
値

は
、
毎
年
１
％
の
ご
み
排
出
量
を
削
減

（
約
５
・
５
㌘
、
Ｂ
4
判
の
コ
ピ
ー
用
紙

１
枚
相
当
）
す
れ
ば
実
現
で
き
る
数
値

で
す
。
こ
の
目
標
値
を
達
成
で
き
る
よ

う
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ

が
相
互
に
協
力
し
て
減
量
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
お
よ
び
事
業
者
と
協
働
で
ご
み
の

減
量
、
資
源
化
お
よ
び
適
正
処
理
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
リ
デ
ュ
ー

ス
（
排
出
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使

用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の

3
Ｒ
の
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
毎
年
度
策
定
し
て
い
る
一
般
廃

棄
物
処
理
実
施
計
画
の
基
本
方
針
と
な

る
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

家
庭
系
一
般
廃
棄
物
の
現
状
と
課
題

合
併
以
降
、
市
内
の
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資

源
物
な
ど
、
ご
み
総
量
の
推
移
は
表
１

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値　

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

排
出
さ
れ
た
ご
み
お
よ
び
資
源
物
に
つ

い
て
可
能
な
限
り
再
使
用
ま
た
は
再
生

利
用
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
合
併

以
降
、
資
源
回
収
品
目
・
収
集
方
法
の

統
一
を
図
り
、
資
源
物
の
回
収
に
つ
い

て
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
廃
棄
物
総
量
に
占
め
る
資
源
物
の

割
合
（
リ
サ
イ
ク
ル
率
）
に
関
し
て
は
、

今
後
、
大
幅
な
増
加
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
、
年
０
・
２
％
づ
つ
増
加
す
る
と
、

平
成
32
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標

値
は
31
・
3
％
に
な
り
ま
す
。（
図
2
）

啓
発
活
動
の
推
進
　

資
源
循
環
型
社
会
形
成
に
必
要
な
情

報
を
市
民
、事
業
者
に
わ
か
り
や
す
く
、

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供

す
る
ほ
か
、
施
設
見
学
な
ど
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、「
出
前
型
説
明
会
」

を
市
内
自
治
会
等
団
体
の
要
請
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

分
別
の
徹
底

地
区
環
境
部
と
の
連
携
を
密
に
し
、

分
別
排
出
な
ど
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。
分
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い
、
誤

っ
た
日
に
出
し
て
い
る
ご
み
な
ど
に
つ

い
て
は
、
直
接
本
人
に
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
排
出
さ
れ
た
も
の
に
は
警
告

シ
ー
ル
を
貼
り
、
注
意
を
促
し
て
い
き

ま
す
。 

家
庭
で
の
生
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減

量
は
、
ご
み
全
体
の
減
量
に
直
結
す
る

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
実
施
し

て
い
る
「
生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
費

補
助
金
制
度
」
の
継
続
と
、
家
庭
で
で

き
る
「
段
ボ
ー
ル
堆
肥
」
な
ど
に
関
す

る
情
報
提
供
や
、
生
ご
み
減
量
・
資
源

化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

消
費
者
と
し
て
の
取
り
組
み

市
民
一
人
ひ
と
り
が
消
費
者
と
し
て

の
立
場
で
努
力
・
工
夫
す
る
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
は
大
き
な
効
果
と
な
っ
て

表
れ
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
、
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、修
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活
用
で
、

再
使
用
や
エ
コ
商
品
の
利
用
な
ど
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
3
Ｒ
を
基

本
と
し
て
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
3
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認

識
し
、
相
互
に
協
力
・
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ご
み
は
私
た
ち
日

常
生
活
の
中
で
最
も
身
近
な
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、
普
段
な
か
な
か
意
識
さ
れ

に
く
い
も
の
で
す
。
集
積
所
の
管
理
当

番
な
ど
地
域
の
役
員
に
な
っ
て
始
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
番
肝
心
な
の
は

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
意
識
で

す
。
本
計
画
に
そ
っ
て
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
行
政
も
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

問
穂
廃
棄
物
対
策
課

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

こ
の
度
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
、
廃
棄
物
行
政
の
基
本
と
な
る
処
理
基
本
計
画
を
環
境
審
議
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経
て
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
計
画
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

注目
情報

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
が
策
定

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

ご
み
処
理
基
本
計
画

ごみが減ったみたい！●資源物量、リサイクル率の推移（グラフ１）

●家庭系ごみ排出量の推移（表１）

6,170 

6,273 

6,058 
5,950 

5,775 

29.6 
30.2 

29.6 
29.2 29.1 

24.0 

25.0 

26.0 

27.0 

28.0 

29.0 

30.0 

31.0 

5,500 

6,000 

6,500 

H17 H18 H19 H20 H21

リサイクル率：％資源物量：ｔ

※リサイクル率は、資源物量／家庭系ごみ量（可燃ごみ＋
　不燃ごみ＋資源物）で算出します。

※不燃ごみはガラス ･ 陶器類および金物類の数量。ただし、三郷地域と平成 17 年度の堀金地域のみ焼
　却灰の数量が含まれる。

区　分 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度
人口（人） 99,080 99,218 99,705 99,355 99,190

可燃ごみ（ｔ） 13,846 13,775 13,744 13,756 　13,429
不燃ごみ（ｔ） 802 702 647 673 614
資源物（ｔ） 6,170 6,273 6,058 5,950 5,775

家庭系ごみ排出量（ｔ）
（可燃ごみ＋不燃ごみ＋資源物）

20,818 20,750 20,449 20,379 　19,818

１人１日当たり（ｇ） 576 573 562 562 　547

●市民 1 人 1 日当たり家庭系ごみ排出量の目標値（図 1）

●リサイクル率の目標値（図 2）

547 541 535 529 523 517 511 505 499 494 489 484 

544
540 535

530
526

521
517

512 508 503 499

470

490

510

530

550

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

単位：ｇ

●１人１日当たりのごみ排出量の実績（H21）と
今後の推計値、目標値の推移（グラフ 2）

推計値　　 目標値

目
標
達
成
の
た
め
の
施
策

最
後
に

実績値
平成21年度
547㌘/
人・日

実績値
平成21年度
29.１％

中間目標値
平成27年度
511㌘/人・日

中間目標値
平成27年度
30.3％

目標値
平成32年度
484㌘/人・日

目標値
平成32年度
31.3％

6.6％削減

1.2％
アップ

11.5％削減

2.2％アップ
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を
間
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で
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都
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ま
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物
る
す
表
代
を
野
曇
安

支
本
に
内
市
な
能
可
が
売
販
の
品
産

●

間
期
込
申

　

12
月
13

）
火
（
日

　

28

）
水
（
日

●

法
方
込
申

　

●

担
負
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費

　

し
担
負
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市
は
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展
出
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こ
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が
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経

●
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●
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問
・
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国
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０
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５
５
１
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）
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都
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友
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内
国
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者
業
録
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ト
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ベ
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流
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！
か
ん
せ
ま
し
信
発
を
力
魅
の
野
曇
安 募集

三 郷 市（埼玉県）

江戸川区（東京都）

武蔵野市（東京都）

真 鶴 町（神奈川県）

三 郷 町（奈良県）

みさと し

さん ごう ちょう

えどがわ く

むさしの し

まなづる まち

福岡市東区（福岡県）
ふくおかし ひがしく

安曇野市安曇野市安曇野市安曇野市

出展イベントの予定

福岡市東区
福岡市東区祭典（随時）
［写真は博多どんたく東区演舞台］

埼玉県三郷市
］真写［）頃月11（タスェフ業産市郷三

奈良県三郷町
三郷町民文化祭（10月頃）［写真］

東京都江戸川区
江戸川区民まつり（10月頃）［写真］
友好都市を楽しむ３日間（６～ 11月随時）

東京都武蔵野市
武蔵野桜まつり（４月初旬）［写真］
むさしの青空市（11月頃）

神奈川県真鶴町
］真写［）旬下月４（りつま春島半鶴真

真鶴商工まつり（10月頃）

国内
友好都市


